
【2025年最新】LiPro評価基準（高校受験向
けの通信教育） 

  
LiProでは高校受験向けの通信教育のランキング作成において、評価基準を作成いたしました。 

 

 

当サイトは広告収入を元に運営されています。ユーザーの皆様に公正、かつ、正確な情報をお届けするため
に、広告にあたる商品・サービスには「PR」や「スポンサードリンク」などの記載をすることを遵守しています。 
「選び方」で紹介している情報は、必ずしも個々の商品の安全性・有効性を示しているわけではありません。
商品を選ぶときの参考情報としてご利用ください。 

調査概要 
 

調査方法 調査した高校受験向けの通信教育を確認 

調査実施期間 2025年2月19日～2月20日 

 

1. 評価基準の設定の流れ 
評価基準の設定の流れは以下の通りです。 
 

1.​ 各高校受験向けの通信教育の公式サイトを確認 
2.​ 評価基準の項目について調査 
3.​ 評価基準をもとに評価をする 

1-1. 各高校受験向けの通信教育の公式サイトを確認 
調査する高校受験向けの通信教育の公式サイトにて、サービスの内容等を確認しました。 



1-2. 評価基準の項目について調査 
評価基準（「月額料金」「カリキュラム（受験対策の充実度）」「対応科目」「サポート内容（子供向

け）」「サポート内容（保護者向け）」「合格実績」）の6項目に関して、高校受験向けの通信教育の

公式サイトの情報を調査しました。 

1-3. 評価基準をもとに評価をする 
調査した情報を確認して、評価基準をもとに評価をしました。 
 

2. 評価基準 
評価基準（「月額料金」「カリキュラム（受験対策の充実度）」「対応科目」「サポート内容（子供向

け）」「サポート内容（保護者向け）」「合格実績」）の6項目において、1〜5までの評価基準を設定

いたしました。 
 

項目 評価1 評価2 評価3 評価4 評価5 

月額料金 20,000円以上 15,000円以内 10,000円以内 5,000円以内 3,000円以内 

カリキュラム（受

験対策の充実

度） 

受験範囲に全く

対応していない、

または非常に限

定された内容カ

バーしかしていな

い。 
模擬試験や過去

問の演習が一切

提供されていな

い。 

受験範囲を十分

にカバーできて

いない部分があ

り、過去問や模

擬試験の提供が

ほとんどありませ

ん。 
一部の地域や学

校に対応してい

るが、受験全体

に対するサポー

トが不足してい

る。 

受験範囲を網羅

する教材や問題

集が提供されて

いるが、模擬試

験や過去問演習

の量や質にやや

不足が見られ

る。 
受験対策として

は基本的なカリ

キュラムが備

わっているが、難

関校向けの特別

な対策は不足し

ている。 

受験範囲や過去

問には対応して

いるが、一部地

域の情報や傾向

に対応できてい

ない部分があ

る。 
模擬試験や過去

問は提供されて

いるが、回数や

内容に制限があ

り、難関校対策

にはやや不足し

ている。 

各都道府県の高

校の傾向や範囲

に完全対応して

おり、地域ごとの

過去問や出題傾

向に基づいたカ

リキュラムが充実

している。難関校

向けの特別対策

講座がある。 



対応科目 

科目全体の対応

はしておらず、主

要範囲もカバー

されていない。 

多くの範囲がカ

バーされていな

いが、基本的な

コンテンツは提供

されている。 

一部範囲が不足

しているが、補助

教材で補える。 

ほぼ全範囲をカ

バーしており、必

要なサポート教

材が提供されて

いる。 

各科目（国語、数

学、英語、理科、

社会）のカリキュ

ラムが高校受験

に特化しており、

全範囲を網羅し

ている。 

サポート内容

（子供向け） 

質問の回答が遅

く、ほとんど来な

い。講師とのコ

ミュニケーション

がほとんどない。

個別の学習プラ

ンが提供されな

い。 

質問に対する回

答が遅い（1週間

以上）やや慎重

である。学習計

画があまり調整

されず、一律の

対応である。 

質問に対する回

答が遅いこともあ

るが（1週間以

内）、内容は分か

りやすい。学習プ

ランの提供はあ

るが、個別対応

が少ない。 

質問に対する回

答が比較的早く（

48時間以内）、質

も高い。学習計

画はおおむね提

供され、フィード

バックがある。 

質問に対して回

答が迅速（24時

間以内）で、丁寧

かつ適切。学習

進捗が管理され

ており、得意・不

得意分野が詳細

に把握できる。 

サポート内容

（保護者向け） 

保護者向けのセ

ミナーやアドバイ

スの機会が全く

提供されない。 

保護者への進捗

報告が不定期

で、必要な情報

が十分に伝わら

ないことが多い。 

保護者向けのセ

ミナーや資料は

あるが、内容は

一般的なものが

多い。 

保護者向けの指

導やアドバイス

の機会が定期的

に提供されるが、

個別対応は少な

い。 

必要に応じて保

護者向けのカウ

ンセリングやセミ

ナーが提供さ

れ、受験の知識

や指導法につい

て学べる機会が

ある。 

合格実績 

実績の発表が全

くしておらず、信

頼感が欠けてい

ると感じる 
合格のためのサ

ポートが最大限

で、効果が期待

できません。 

実績がほとんど

発表されておら

ず、内容が不明

瞭である。 
合格を目指すサ

ポートが少なく、

やや不足してい

ると感じられる。 

全国規模ではあ

る程度の合格者

数であり、地域に

よってばらつきが

ある。 
実績の内容があ

る程度解消でき

ない場合もあり、

特定的な学校名

があまり挙げら

れていません。 

難関校や名門校

には一定数の合

格者が含まれて

いる。 
実績の発表に透

明性があり、信

頼に値する内容

である。 

難関校や有名高

校の合格者が多

く、実績が年々向

上している。 
合格者数の増加

や合格校のラン

クなどが公式に

発表され、信頼

できるデータであ

る。 

2-1. 月額料金 
高校受験向けの通信教育ごとに月額料金を5段階で評価しました。 



2-2. カリキュラム（受験対策の充実度） 
高校受験向けの通信教育によってさまざまなカリキュラムが用意されています。各都道府県の高

校の傾向や範囲に完全対応しており、地域ごとの過去問や出題傾向に基づいたカリキュラムが

充実しているかどうか、難関校向けの特別対策講座があるかどうかを評価の基準としました。 

2-3. 対応科目 
高校受験向けの通信教育によって、受講できる科目が異なります。各科目（国語、数学、英語、

理科、社会）のカリキュラムが高校受験に特化しており、全範囲を網羅しているかどうかを評価の

基準としました。 

2-4. サポート内容（子供向け） 
高校受験向けの通信教育によって、子供が受けられるサポート内容が異なります。質問に対す

る回答が迅速（24時間以内）で、丁寧かつ適切かどうか、学習進捗が管理されており、得意・不

得意分野が詳細に把握できるかどうかを評価の基準としました。 

2-5.サポート内容（保護者向け） 
高校受験向けの通信教育によって、保護者が受けられるサポート内容が異なります。必要に応

じて保護者向けのカウンセリングやセミナーが提供され、受験の知識や指導法について学べる

機会があるかどうかを評価の基準としました。 

2-6. 合格実績 
高校受験向けの通信教育によって、合格実績を公開している場合としていない場合があります。

難関校や有名高校の合格者が多く、実績が年々向上しているかどうか、合格者数の増加や合格

校のランクなどが公式に発表され、信頼できるデータであるかどうかを評価の基準としました。 
 

3. 調査した高校受験向けの通信教育 
今回調査したのは下記の高校受験向けの通信教育です。 
 

高校受験向けの通信教育 公式サイト 

Z会の通信教育 公式サイト 

スマイルゼミ 公式サイト 

スタディサプリ 公式サイト 

https://www.zkai.co.jp/jr/
https://smile-zemi.jp/chugaku/
https://studysapuri.jp/course/junior/v1/


進研ゼミ中学講座 公式サイト 

中学ポピー 公式サイト 

東進オンライン学校 中学部 公式サイト 

すらら 公式サイト 

サブスタ 公式サイト 

学研通信講座 公式サイト 

 

https://chu.benesse.co.jp/
https://www.popy.jp/chugaku/
https://www.toshin-online.com/chugaku/chu_index.php
https://surala.jp/grade/junior/
https://sabusuta.jp/
https://www.889100.com/tsushinkoza/lineup/index.html#lineup_cyu
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